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言いあやまり研究の位置づけ
　　　主に対照言語学的な観点から一

柳　　　京　子

はじめに

言いあやまり研究に関するr般の関心は他の学問研究分野に比べると，あまり高いとは言えな

い。この面についてEdgar　H．Sturtevant＜1947＞は次のように述べている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注1）

　There　are　two1arge　groups　of1inguistics　facts　that　have　unti1recently1arge1y　rema－

ined　mrecorded．I　refer　to　Iocal　dia1ects　and　to1apses．The　former　have　been　studied

with　constant1y　increasing　energy　for　the　last　seventy　years，……　Lapses　have　been　stu吐

ied　by　on1y　two　or　three　scho1ars　and　what　they　can　cotribute　to　the　science　remains

for　the　future　to　show．

　Sturtevantのこの言葉からも，この分野の研究がいかに遅れているかがわかるのである。．

　しかし，言いあやまり研究はSturtevantが予見したとおり，本格的に進められるようになっ

てから日も浅くその数も僅かであるが，今日すでに言語学および心理学にとって注目すべき一領

域となっている。

　Dona1d　G　Mackay＜1980＞によると，将来における言いあやまりの研究課程は次の三つ
　　　　　　　　　　　　　　　　（注2）
の方向で示すことができる。

1）　observationa1refinement　＜観測の精練＞

　　　（言いあやまりがどのように集められ，分析されるカ）について改良する方法）

2）　experimentation　＜実験＞

　　　（言いあやまりの性質に関する仮説を試みる方法）

3）　theoretical　integration　＜理論の統合＞

　　　（言いあやまりの理論を広げて，改良する方法）

　これらの中で，本論文では3）理論の統合研究の一っの作業として，現在に至るまで言いあや

まりが，どのように研究されてきたか，その先行研究の流れをとらえることを課題としたい。

　さらに，言いあやまり研究の中で対照言語学をどう位置づけるべきかを検討してみる。これら

の問題は，まず言いあやまり研究を全体的にとらえ，その本質を探るために解明しておかなげれ
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区別するにはどうしたらいいかの問題をWmdt＜1900福らとばをカ’りて説明してい乱

Wmdtは言語の発展法則を包括的に扱って，言いあやまりないしはこれに類似した現象の背後

には必ずある種の心理的な力が働いていると考えて，次のように述べている。

　「この種の心理的な力の第一は，口に出された音によって惹起される音および語の連想の不断

の流れであり，これが言い問違いの積極的な原因である。更にこれに付加して現れてくる消極的

な条件としては，そのような経過を阻もうとする意志の力，および，ここでもまた意志の機能と

して現れてくる注意力の欠如ないしは弛緩が挙げられる。上に述べた連想作用にはいろいろの種

類があり，もっとあとの方で出て来るべき音が先に出てきてしまったり，あるいは逆に，すでに

一度でてきた音が不必要に繰り返されたり，口癖になっている音が他の音の間にまぎれこんだり，

あるいはまた，話された音とは連想関係にある全然別のことばが前者に影響を与えたり，といっ

た場合が考えられるが，これらはすべて，連想の方向の違いないしはせいぜいのところ連想の活

動範囲の相違にすぎないもので，連想の一般的な性質そのものが違っているわげではない。その

上，実際の例について見ると，ある言い問違いが上に挙げた四っの形式のどれに属するかは容易

に決定できない場合もあり，あるいはまた，そのような場合，原因重複の原理にしたがって（傍

点著者）いくつかの動機が一緒に働いていると考えた方がむしろ真相に近いのではないかという

ことも，軽々とは断じ難いことがある。」このWundtのことばに，Freudは全面的に賛成し，

さらに一歩すすめて，言いあやまりを積極的に促進する要素一すなわち，言いあやまりを阻止す

るはずの注意力の弛緩一とはふっうは相協力して言いあやまりを生み出すのであり，したがって，

これらの二っの要素は，同一の心理過程をただ異なった面から規定しているだけであると述べて

いる。また，Freudは自分の集めた言いあやまりの例の中に’も，ほとんどすべての場合，話そ

うと思っていた文章とは無関係のある何者かの妨害作用が認められるのがふつうで，その妨害的

な働きをするものは，それまでは無意識の中にあったが，言いあやまりによってはじめて意識の

表面に浮び上がってきた一しかも多くの場合，くわしい分析を経てはじめて意識の面にまでの

ぼってきた一個々の心理内容であるか，あるいはもっと一般的な話そうとしている事柄全体を

否定しようとする心理的な動機なのである。

　Freudが言いあやまりをほとんど精神分析の立場から説明しようとしたのは心理学者として

当然のことであろう。しかし，すべての言いあやまりをFreud的な分析だけで説明しつくすこ

とはできない。ことばの仕組みに対して，心理がどのように関わり，どのように反応するかとい

う面から言語学的（厳密には心理言語学的）にも分析しなければ説明できないのである。

おわりに

　今まで，言いあやまり理論の統合研究の一つの作業として，現在に至るまでの言いあやまりの

先行研究の流れを言いあやまりの言語学的（主に心理言語学的）研究と言いあやまりの心理学的研

究　　フロイト的言いあやまり（Freud1an　s11ps）一という観点から述べてきた。しかし，この

ような研究は主に母国語の中で起こる言いあやまり研究であって，外国語の中で起こる言いあや
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まり研究はほとんどなされてないと言っても過言ではない。ここで考えなければならないのは外

国語（主に対照言語学的な観点から）における言いあやまりの場合は心理学的な面よりも，言語

学的な面を重視しなければならないということである。特に，中級，上級の段階で生じる言いあ

やまりは初級段階における間違い学胃や未熟学習に起因している場合が多いこともよく知られてい

るところである。妾井稔（1981）1ま「対照研究の根幹を支えていると思われる母国語の干渉と
　　　　　　　　　　　　　　　（注ユ9）
いうことは，確かに認めることができるにしても，多くの場合，それは不完全な学習という概念

に還元できるものであることにも注意する必要がある。母国語の干渉というと，「学習開始以前」

から存在しているような印象を与えるが，そうではなく，「学習開始以後」の状態に対してのみ

用いうる概念であることも忘れてはならない。」とのべている。これは，前に述べたFromkin

と基本的に同じ方向で考えているとみてもよいのではないか。

　したがって，対照言語学的な観点からの言いあやまり研究は，最終目標としては発話メカニズ

ムを解明するということであるが，それは主に言語学的な観点に基づいて行われるべきであると

思われる。

　本論文で扱った言いあやまり研究の問題は幅が広く，奥が深い。ここではこの問題を十分にと

らえきったとは考えていない。特に本論文の中でも少し触れたが言いあやまり研究の中でCOm－

petenceとperformanceの問題は非常に重視されてきた言語理論の中の一っの問題とみられる

ものである。今後の課題にしたいと思う。
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